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と
こ
ろ
、
先
頃
そ
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
試
食
し
た
留
学
生
及
び
そ

の
家
族

に
大
変
好
評
で
あ

っ
た
。
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
大

阪
大
学

に
お
い
て
以
前
か
ら
継
続
的
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し

て
い
る
。
本
学
と
し
て
は
、
食
生
活
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
上

の
諸
側
面
に
お
い
て
、
様
々
な
民
族
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
背
景
を

も

つ
留
学
生
か
ら
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て

い
き
た

い
。
な
お
、
同
組
合
に
は
、
こ
の
他
、
留
学
生

へ
の
低
廉
な

宿
舎
の
斡
旋
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
を

い
た
だ
け
な
い

か
、
現
在
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

主
な
関
係
機
関
と

の
連
携

の
現
状
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

今
後
、

こ
の
他
の
関
係
団
体
と
も
連
携
を
強
化
し
、
産

・
官

・
民
各

方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。

四

お
わ
り
に

今
回
は
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
に
焦
点
を
当
て
、
北
海

道
大
学
に
お
け
る
国
際
交
流
の
取
組
の
現
状
を
紹
介
し
た
。

北
海
道
大
学
は
、
建
学
当
初
か
ら
そ
の
基
本
理
念
に

「
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神
」
、
「全
人
教
育
」
、
「実
学
の
重
視
」
と
並
び

「国
際
性
の

涵
養
」
を
掲
げ
て
お
り
、
国
際
交
流
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
事
実
、

新
渡
戸
稲
造
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
人
を
多
数
輩
出
し
て
お

り
、
近
年
に
お
い
て
も
、
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
言
わ
れ
る
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
水
賞
を
受
賞
し
た
浅
野
孝
教
授
は
、
本
学
卒
業
の
後
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
そ
の
伝
統
は
営
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。

北
海
道
大
学
が
引
き
続
き
世
界
に
開
か
れ
た
環
境
を
維
持

・
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
留
学
生
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

に
つ
い
て
、
大
学
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
説
明
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
交
流
会
の
開
催

等
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
人
学
生
に
つ
い
て
も
、
海
外

留
学
を
促
進
す
る
た
め
、
国
際
交
流
室
の
主
導

の
下
で
、
例
え
ば
留

学
経
験
の
あ
る
学
生
と
共
催
で
学
生
の
視
点
に
立

っ
た
説
明
会
を
企

画
す
る
な
ど
様
々
な
試
み
を
行

っ
て
い
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

報告

留学生受入れの概況(平 成16年 版)

平成16年12月

独立行政法人 日本学生支援機構

1.留 学生総数が11万 人を超える

平 成16年5月1日 現 在 の 留 学 生 数117,302人(過 去 最 高)

(対前 年度7,794人(7.1%)増)

2.学 部及び専修学校の留学生数が大幅増加

大 学 院29,514人(972人(3.4%)増)

大 学(学 部)・ 短 大 ・高 専62,311人(4,400人(7.6%)増)

専 修 学校(専 門課 程)23,833人(2,600人(12.2%)増)

準 備 教 育 課程1,644人(▲178人(▲9.8%)減)

3.出 身国(地 域)の 上位5か 国(地 域)は 変化なし 中国が大幅増加

中 国77,713人(6,899人(9.7%)増)

韓 国15,533人(▲338人(▲2.1%)減)

台 湾4,096人(▲139人(▲3.3%)減)

マ レー シ ア2,010人(8人(0.4%)増)

タ イ1,665人(24人(1.5%)増)

注1)こ の調査 は平成15年度 まで、外国人留学生の在籍状況 を把握 し、もって留学生施策に関する基礎

資料 とすることを目的 として、文部科学省が実施 していたが、平成16年4月 に独立行政法人 日本学生

支援機構の設立に伴い、本機構に移管 されたものである。平成15年度 までの数値 は文部科学省調べ。

注2)こ の調査でいう 「留学生」 とは、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に 定める 「留学」の在

留資格(い わゆる 「留学 ビザ」)に より、我が国の大学(大 学院を含む)、 短期大学、高等専門学校、

専修学校(専 門課程)及 び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において

教育 を受ける外国人学生をいう。

注3)こ の調査でい う短期留学生 とは、必ず しも(我 が国の大学での)学 位取得 を目的とせず、我が国

の大学等 における学習、異文化体験 、語学の実地習得などを目的 として、概ね1学 年以内の1学 期又

は複数学期我が国の大学等で教育を受けて単位 を修得 し、又は研究指導を受ける外国人学生をい う。

注4)準 備教育課程 とは、中等教育の課程の修了までに12年 を要 しない国の学生 に対 し、我が国の大学

入学資格を与えるために文部科学大臣が指定 した課程 をいう(平 成11年 に抜本的な制度改正 を行い、

新たに課程の指定を行った。)。

注5)四 捨五入 した数を使用 している表では、内訳の数の合計が、計欄の数 と一致 しない場合がある。
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(1)留 学生数の推移(各 年5月1日 現在)(2)大 学院 ・学部 ・短期大学 ・高等専門学校 ・専修学校(専 門課程)・

準備教育課程における留学生数の推移(各 年5月1日 現在)
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(3)出 身 地 域 別 留 学 生 数 ・

出 身地 域 別 留 学 生 の割 合 につ い て は、 前 年 と大 きな変 化 はみ られ ず 、 ア ジ

ア地 域 か らの 留 学 生 が93.4(93.2)%、 北 米 ・欧 州 地域 か ら の留 学 生 が合 わ

せ て4.0(3.9)%と な って い る 。

う ち、 短 期 留 学 生 に つ い て は 、 ア ジ ア地 域 か らの留 学 生 が59.0(61.4)%、

北 米 ・欧 州 地 域 か らの 留 学 生 が 合 わ せ て34.9(31.6)%と な って い る 。

()内 は平成15年5月1日 現在の数

(4)出 身国(地 域)別 留学生数

中国からの留学生が昨年に引 き続 き増加。韓国 ・台湾からの留学生を加え

ると全留学生に占める割合は83.0(83.1)%に 達する。

()内 は平成15年5月1日 現在 の数
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右 表 の う ち、 短 期 留 学 生 をみ る と、 中 国 ・韓 国 ・台 湾 か らの留 学 生 を合 わ

せ る と、50.3(53.2)%に 達 す る。

()内 は平成15年5月1日 現在の数

(5)男 女別留学生数

男女別では、男性と女性の留学生数

の差が縮まってきている。

()内 は平成15年5月1日 現在の数

(6)国 公私立別 ・在学段階別留学生数

()内 は平成15年5月1日 現在 の数

(7)専 攻分野別留学生数

()内 は平成15年5月1日 現在 の数
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(8)地 方別 ・都道府県別留学生数

()内 は平成15年5月1日 現在 の数

留学生宿舎の状況(平 成16年5月1日 現在)

○留学生総数117,302人(前 年度比7,794人 増)

○公的宿舎入居留学生数27,623人(前 年度比264人 増)

①学校が設置する留学生宿舎

国立大 学等86校6,155人

公 立 大学17校165人

私 立 大学等311校8,422人

②公益法人等が設置する留学生宿舎

日本学生支援機構設置留学生宿舎1,956人

公益法人設置留学生宿舎901人

地方公共団体設置留学生宿舎1,002人

公営住宅等2,501人

民間企業の社員寮1,208人.

③学校が設置する一般学生寮

国立大学等112校2,564人

公立大学等22校94人

私立大学等214校2,655人 '
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【参考1】

留学生の増加数及び伸び率

各年5月1日 現在

【参考2】

留学生受入れ主要大学(平 成16年5月1日 現在の在籍者数)

()内 は平成15年5月1日 現在 の数


